
  
２学期スタート！猛暑とコロナ禍の夏休み 

今日から２学期がスタートです。今年の４０日間の夏休み、子どもたちにとってどんな

夏休みだったでしょうか。本来であれば、家族で様々なイベントに参加したり、日頃行け

ないような場所に行ったりできるのが夏休み期間ですが、コロナ禍が続いている現状で

は、なかなか思うような活動ができなかったのではないかと思います。県内も町内も陽性

者の数が減らず高止まりをしている状態のまま２学期を迎えることになりました。学校で

は、これまで同様、３密を避ける、マスク着用などの基本的な感染対策を徹底していくし

かありませんが、２学期は旅行行事や集会行事も多く計画されていて、何とか計画通りに

実施できればと願っています。また、今年の夏休みは猛暑の夏休みでした。連日の気温が

３５度近くまで上がり、外での活動は危険な状況でした。９月に入るとはいえ、まだまだ

暑い日が続くと思いますので、熱中症にも気をつけながら活動を行っていきます。特に２

学期スタート時は、生活リズムが大きく変わると思いますので、家庭でもお子様の体調管

理に留意していただきますようお願いします。                

美化作業お世話になりました！ 
 ８月２０日（土）にＰ

ＴＡ美化作業を行って

いただきました。元々は

親子美化作業の予定で

したが、コロナの感染状

況が厳しいことから、ＰＴＡ執行部、整備部

を中心に少数精鋭で行っていただきました。

当日は開始前に降雨があり、実施できるか危

惧されましたが、開始時刻には雨も上がり無

事終えることができました。当日参加いただ

いた保護者の皆様、忙しい中に作業いただき

ありがとうございました。 

水難事故多発 

今年の夏休みは例年より水の事故のニュースが多かったと感じてい

ます。近隣町でも小学生が亡くなる痛ましい事故がありました。遊泳

禁止場所で泳いだり、波が高い時に泳いだりするなど、危険と隣り合

わせのことをしないことは勿論ですが、保護者が子どもたちから目を

離さないように気をつけることが一番だと思います。本校の子どもたちは着衣泳などで身を

守る術を学んでいますが、自然の前では無力な場合もあります。まだまだ暑い日が続き、海

や川で水遊びをする機会があるかもしれません。十分注意してほしいと思います。 
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飼育小屋撤去 

災害時用貯水槽設置のため、運動場北側

に設置してありました飼育小屋が撤去され

ました。鳥インフルエンザの発生以降、飼

育小屋の数は激減し、今は動物を飼育して

いる学校は少ないと思われます。ただ、こ

の飼育小屋は平成元年にＰＴＡで設置して

いただいたものです。当時のＰＴＡ会長様

に了解を得た上で撤去しましたが、関係者

の方の気持ちを思うと申し訳なくも思いま

す。一方で災害に強いまちづくりのための

施設の整備の充実は急務で、今回の措置は

やむを得ないものと判断しています。 

 


